
 

 

 

 

  前  奏  

  頌  栄   二 九 （ 天 の み 民 も ）  

  主 の 祈 り  九 三  — 五  — Ａ  

  聖  書   イ ザ ヤ 書   五 一 章 四 節 ～ 一 一 節  

              （ 旧 約 一 一 四 六 頁 ）  

  讃 美 歌   二 三 六 （ 見 張 り の 人 よ ）               

  祈  祷                司 会 者   

  説  教    「 正 義 は 近 い 」  

  祈  祷             大 塚 勁 伝 道 師  

  今 週 の 誕 生 者 の た め の 祈 祷   

  讃 美 歌   四 〇 五 （ す べ て の 人 に ）      

  献  金   六 五  — 一  （ い ま そ な え る ）  

  頌  栄   二 七 （ 父 、 子 、 聖 霊 の ）  

  祝  祷                                                                    

  後  奏    

      

     …   報  告   …       
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   週  報 

＜年間聖句＞ 

「あなたの未来には希望 

があると主は言われる」  

       (エレミヤ書31章17節) 

＜年主題＞ 

未来の希望を信じて歩む 

先週の説教から 

｢おうさまはどんなひと｣ 

サムエル記上 16章１節～13節       
  今日の聖書の個所、ダビデがまだ少年時代の頃の

話です。年若い少年ダビデが、将来の全イスラエル

の王として立てられる、そもそもの発端が語られて

います。預言者サムエルは、イスラエルの王として

ふさわしい人物を捜すように、神から命じられます

（１節）。その際に併せて、留意事項が示されてい

ます（７節）。 

 ここでサムエルに語られる、神の言葉の中で、最

も注目されるのは「主は心によって見る」という言

葉です。単純に読めば「神は人間を外見ではなく、

心を見ようとする」という意味だろうと私たちは考

えます。口語訳聖書では、「心を見る」と訳されて

いました。ところが新共同訳は「心によって見る」

と幾分、ぎこちない訳し方をしています。それはい

わゆる「心を見る」、客観的に「心」を観察すると

いうような単純な文章ではないことを、読者に伝え

たいからです。心（レーヴ）の元々の意味は「心

臓」です。しかし、他の箇所では「はらわた」と対

にして語られることが多いのです。はらわた（キル

ヤー）は本来「腎臓」を表します。つまり「レー

ブ」と「キルヤー」の２つ併せて「腹」そして「腹

の中」を指すのです。「神が心によって見る」と

は、その人の心が、「良いか悪いか」、「善か悪

か」、「嘘か真か」を識別するということではあり

ません。神は、私たちのほんとうをご覧になられ

る。そしてそのほんとうをご自分のものとしてくだ

さる。私たちのほんとうと、一つになってくださ

る、ことなのです。 

 神は、年齢、能力、才能などでおうさまをお選び

になるのではありません。人の良し悪しでもなく、

私たちのほんとうのこと（腹の中）をはっきり見て

くださり、必要に応じて用いてくださるのです。ダ

ビデも完全な人間ではありませんから、失敗もしま

す。神は、ダビデのほんとうを見て、王として用い

ようとされたのです。私たちも、神に良いところを

見てもらおうとするのではなく、全てを知っておら

れる神と一緒に歩みましょう。  （村山盛芳） 


